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これらコンプライアンス推進活動の内容や進捗状況につい
ては、各地域で開催されるリージョン・コンプライアンス推進
会議を経て、執行役が参画するコンプライアンス推進会議に
て審議・報告されています。

グローバル・コンプライアンス推進体制
当社の取締役会が選任したコンプライアンス推進統括執行
役（CCO）が推進の責任者となり、内部統制推進本部がコン
プライアンス推進担当部署としてCCOを補佐しています。
2022年度には、コンプライアンス推進をグローバル一体

で運営するための新しい規程（グローバル・コンプライアンス
推進規程）を制定しました。また、日韓、Americas、EMEA、

アジアパシフィックおよび中国、各地域におけるコンプライ
アンス推進活動の標準化と質の向上をめざし、「グローバル・
コンプライアンス推進プログラム」を策定しました。このプロ
グラムに基づいて、各地域で、研修や意識調査等の共通施策
を実施するほか、各地域の文化・特性に合わせた活動を推進
します。実施した活動については、都度内容を検証、改善し、
コンプライアンス推進のPDCAサイクルを強化します。

コンプライアンス

三菱ケミカルグループは「コンプライアンス」という言葉を、
“法令遵守”にとどまらず、企業倫理や社会の一般的ルール
の遵守までを含めたより広い意味で捉え、コンプライアンス
文化の醸成のために、さまざまな取り組みを行っています。

グループ理念・企業行動憲章
当社ではコンプライアンスを経営上の最重要課題の一つと
位置付けており、グループ理念（Purpose、Slogan、Our 
Way）にもその実現に向けた姿勢が示されています。また、「三
菱ケミカルグループ企業行動憲章」では、企業活動のあらゆ
る局面において高い倫理観と社会的良識を持って行動するこ
とを明確に宣言し、社会とともに持続的に発展していくための
基本的な行動原則や、KAITEKI 実現に貢献する上での主要
な課題に対する姿勢などをうたっています。

企業行動憲章
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グローバル・コンプライアンス推進プログラム
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Responding 
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Internal 
Control 

Environment

● CCOやEVPによるコンプライアンス・
  メッセージ
● CEOメッセージ

トップの姿勢／トップのメッセージ
Tone from the Top 1

● 内部通報制度
  （コンプライアンス・ホットライン）

積極的傾聴、状況把握、報告

Listen, Understand, 
Report2

Teach4

Monitoring5

● コンプライアンス研修　ほか

コンプライアンス教育

7 Correct

● 違反事案の公表

警告、懲戒、処分

Remediate6
● 個別の違反事案
  への適切な対処

是正措置

● コンプライアンス意識調査
  ほか

調査・モニタリング

Guide3
● 基本規程
  グローバル・コンプライアンス推進規程
  リージョン・コンプライアンス推進規程
● ガイドブック

全社指針・ガイドライン

これらコンプライアンス推進活動の内容や進捗状況につい
ては、各地域で開催されるリージョン・コンプライアンス推進
会議を経て、執行役が参画するコンプライアンス推進会議に
て審議・報告されています。

グローバル・コンプライアンス推進体制
当社の取締役会が選任したコンプライアンス推進統括執行
役（CCO）が推進の責任者となり、内部統制推進本部がコン
プライアンス推進担当部署としてCCOを補佐しています。
2022年度には、コンプライアンス推進をグローバル一体

で運営するための新しい規程（グローバル・コンプライアンス
推進規程）を制定しました。また、日韓、Americas、EMEA、

アジアパシフィックおよび中国、各地域におけるコンプライ
アンス推進活動の標準化と質の向上をめざし、「グローバル・
コンプライアンス推進プログラム」を策定しました。このプロ
グラムに基づいて、各地域で、研修や意識調査等の共通施策
を実施するほか、各地域の文化・特性に合わせた活動を推進
します。実施した活動については、都度内容を検証、改善し、
コンプライアンス推進のPDCAサイクルを強化します。

ホットライン・システム
日韓・Americas・EMEA・アジアパシフィックおよび中国に
おいて、それぞれコンプライアンス推進担当部署または社外
の弁護士・専門機関を窓口とするホットライン・システムが設
置されています。これらのシステムから得た情報については、
コンプライアンス推進担当部署が対応し、問題を確認した場
合はCCOへ報告の上、専門知識を有するほかの部署とも連
携して、早期の対応と是正を図っています。

2022年度の取り組み状況
2022年度については、グローバル・コンプライアンス推進

プログラムに基づき、トップ層からのコンプライアンス・メッ
セージの発信、未整備地域へのホットラインの設置、グロー
バルかつ網羅的な報告体制の整備を行ったほか、全地域共
通のオンライン研修を導入しました。
また、コンプライアンスに関する従業員の意識を把握するた
め、コンプライアンス意識調査を毎年実施しています。2022
年度からはAmericas・EMEAも対象に含めることとし、グ
ローバル全体（約7万人）に対して調査を実施しました。
これらの取り組みについては、それぞれ効果や結果を検証
し、次年度以降の各種活動の内容の改善と質の向上につなげ
ていきます。

コンプライアンス
Governance

　当社はコンプライアンスについて、自社のリスクマ
ネジメントの根幹の一つであるという考え方のもと、
マテリアリティにおける「経営の存立に関わる重要課
題」と位置付けています。さらに、2022年度から導入
されたERM （Enterprise Risk Management：統
合的リスク管理）と連携する形で、新たに「優先コンプ
ライアンスリスク」を設定することとしました。
　優先コンプライアンスリスクは当社におけるコンプ
ライアンス上の課題や、リスクが顕在化した際に経営
に及ぼすインパクト等を勘案し、社外専門家の意見
も取り入れて、コンプライアンス推進会議で決定しま
す。優先コンプライアンスリスクに指定されたリスク
については、所管部署が計画・実行する対策をコンプ
ライアンス推進会議等で定期的にモニタリングする
ほか、研修などの各種活動においても、優先的に織り
込んでいきます。
　執行役が、コンプライアンス推進会議の場において、
全社的な視点で優先コンプライアンスリスクを審議・
決定・モニタリングすることにより、リスク低減に向け
たマネジメント体制のさらなる強化を図っています。

ERMとの連携（優先コンプライアンスリスク）
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